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　本論は「造形，美術教育学の構造内容」１)として設定したⅠ～Ⅺの内容項目のうち，主としてⅦ，Ⅷ，Ⅸ，Ⅺに位
置づけた研究である。教科教育における資質・能力（教育課題・目標）の育成を重視した授業デザイン，或いはそれ
らを基盤にしたカリキュラム編成の在り方が教育研究の課題となっている。  
　本稿のテーマは造形，美術教育における「資質・能力（教育課題・目標）を基盤にしたユニット（単元）構成によ
るカリキュラムの編成方法を試案し，一例として提案することである。また，小中一貫教育として共通基盤の上に，
資質や能力（教育課題・目標）と教科（表現，鑑賞）内容の二つの視点から，小中各学年のユニット（単元）をひと
つずつ取り上げた。  
　授業デザインにおけるユニット（単元）は，カリキュラムのひとつの構成単位であるが，これらを複数構成するこ
とで年間，或いは各学年のカリキュラム編成が可能となる。ユニット（単元）は，カリキュラムの部分と全体構成の
相似的，相対的な関係にある。  
　本稿はひとつのユニット（単元）の提案に止まるが，その延長線上にカリキュラム全体のイメージを捉えることも
可能である。本論は，『造形を通した美術教育の課題とカリキュラム編成の方法，及び編成モデルの研究開発』（佐々
木達行）平成18年度～19年度（2006-07）学術科学研究費補助金[基盤研究(c)]研究成果報告書２）を基礎理論として 
いる。
キーワード：造形，美術教育（Art Education），教育課程・カリキュラム編成（Curriculum Arrangement）， 
資質・能力（Qualities and Abilities of Education ），ユニット（単元）の構成（Design for Unit）
千葉大学教育学部研究紀要　第68巻　99～109頁 （2020）
連絡先著者：小橋暁子　kobashi-s@faculty.chiba-u.jp
１　カリキュラム（教育課程）とユニット（単元）
について
１）研究の背景
教育において目標を基本にカリキュラムを考え，計
画をしていくことは，過去から既に言われていることで
はあるが，実際の教育活動の中では手段としての内容が
目的になっている場合も多々ある。図画工作科，美術科
でも同様の状況がみられる場合もある。そこで，図画工
作科，美術科の題材という小さな教育活動の単位「ユニッ
ト（単元）」（以後，ユニット）をもとに，カリキュラム
の編成方法の研究を試みた。その試みから「資質・能力
（教育課題・目標）」（以後，教育課題・目標）を基盤に
おいた教育活動の在り方を考えていきたい。
２）研究の目的
図画工作科・美術科において，教育課題・目標を基
盤としたカリキュラムを編成するにあたり，どのような
提案が可能か，具体的な実践例をもとにユニットを構成
することを本稿では試みる。本稿で使用するカリキュラ
ムという用語は主に教育課程に類するものとして用いる。
また背景となる造形美術教育のかかえる課題については，
文言の整理などをすすめながら触れていく。
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３）研究の方法
　学習指導要領に示された育成を目指す３つの資質・能
力へのアプローチを意識し，いくつかの題材を組み合わ
せ一まとまりのユニットを構成する。
　そのために本稿ではカリキュラムなどの言葉の整理，
図画工作科美術科の現状等を概観し，「教育課題・目標」
と「表現・鑑賞内容」の二視点について整理する。その
上で，小学校，中学校の実践されてきた活動をもとにユ
ニットの構成を試みる。
ここでのユニットという言葉は，点として一つの活
動を扱うのではなく，活動同士，その中での学びをつな
いでいくという意味でユニットという言葉を使う。
４）カリキュラム研究のために
　教科のカリキュラムは，教育理論，カリキュラム理論，
専門科学，認知理論，社会科学など多くの分野の影響を
受けて開発される（安彦編,的場，1999）3）。前頁概要に
おいて記した，「造形，美術教育学の構造内容」（注の１）
内図）は，教科の内容や教科の目標は，様々な分野や時
代の影響を受けて成り立つことを示している。教科のカ
リキュラムは，専門領域の研究者のみではなく，多領域・
分野・立場から作成していくことが必要だろう。
　本稿においては，教科教育の研究者２名と現職教員２
名（小学校担当１名，中学校担当１名）が研究，執筆に
かかわる。研究者と実践者の双方の知見を生かし，小中
の連続性を見通したカリキュラム編成へつなげていきた
い。運用の点において硬直化しないカリキュラムを目指
すためには，実践者の視点からのカリキュラム編成の試
みが重要になる。さらに本稿においては，実践者自身が
実際に授業化したものを用いる。
５）カリキュラムについての整理
　「教育課程」は1951年の学習指導要領で公的に初めて
用いられた用語（日本カリキュラム学会編；安彦，
2019)4）であり，当初はカリキュラム（curriculum）の
訳語の性格が強かった。現在の学習指導要領においては，
教育課程は「各学校の教育計画」５）（文部科学省，
2019）とされ，訳語ではなく言葉として独立して用いら
れるようになった６）。
　カリキュラムとは，安彦（2019）によると教育課程表
などとして書かれた計画文書から，それを実施している
授業全体の過程，その結果としてのテスト成績や通知表
の中身に現れる子どもの姿など，これら三つのレベル全
体を含むものと理解しなければならないと定義７）して
いる。
　その中で安彦は「①教育内容，②組織原理，③履修原
理，④教材，⑤授業日時数，⑥指導形態，⑦指導方法，
⑧授業内容，⑨潜在的カリキュラム」８）とカリキュラ
ム要素を挙げ，カリキュラムは「計画レベル」「実施レ
ベル」「結果レベル」ごとに異なったものとなる９）と言
及している。本稿では，おもに上記でいう「計画レベル」，
つまり教育課程にあたるものを扱う。
　現在の教科教育はその目標や内容は多様化し，さらに
様々な領域からの影響もある。それらを考えるとこれま
でのカリキュラムを見直しつつ，教科の抱える課題等も
ふまえながら，様々な試みをしていくことが求められる
だろう。
２．カリキュラム編成や方法
１）図画工作科・美術科のカリキュラム
教科教育は，それぞれの教科で設定した教育課題を
達成するために行うものである。
　カリキュラムの編成は，設定した「教育課題」を効果
的に達成するためには，どの様な「カリキュラムの骨格，
構造」が適切であるだろうか。
図画工作科・美術科のカリキュラムは，その骨格と
なる計画において，題材，技術，その他学校の諸事情な
どを中心として作成されていることが見られる。
　具体的には，絵の活動の次には工作を，その次には鑑
賞を入れて…というように多くの内容を意識して配列し
計画をすることが多い。
美術教育でカリキュラムの研究者でもあったアイス
ナーは美術教育課程にみられる類似性として「…しばし
ば，ある週は粘土，次の週はテンペラ，次は版画，次は
紙粘土というような制作形式をとることが多い。教師は
しばしば，教材が多いほどよい，という前提のもとに教
育しており，…」10）と多種多様な内容を与える傾向に
ついて，1972年に刊行された“Educating artistic vision”
（E. W. Eisner)11）において，当時のアメリカの学校の状
況に触れている。その他に美術教育課程の特徴として目
標の曖昧さ，専科教師の少なさ12），制作活動だけに重き
を置く，教材の不足13）を挙げている。これは現在の日
本の状況とも類似している。
　さらにアイスナーは教育内容の選択やカリキュラム作
成の困難さを解決するために，「何か新しい『面白い』
ものを探し求める」14）（新しい教材，新しい技術，新し
いプロジェクト等）や「年間行事中心の美術教育計
画」15）と指摘しており，それらも現在の日本の造形，
美術教育においても大きな課題の一つとなっている。
　そのような課題がある中で，教育活動としての授業一
つも小さなカリキュラムと捉え，目標を意識した活動計
画を試みることが，現在の造形美術教育には必要である
と考える。授業のひとまとまりを計画することから，学
期単位，年単位と広げ，教育課題や目標を意識した教育
課程の作成へつなげていきたい。
２）題材と単元について
　本稿では実際の授業で実践された題材について目標を
もとに組み合わせユニットとして示す。図画工作科，美
術科において，活動のひとまとまりは他教科でいうとこ
ろの「単元」ではなく，ひとつの「題材」として示され
ることがほとんどである。
　文部科学省によると，「単元とは，児童の学習過程に
おける学習活動の一連の「まとまり」という意味であ
る。」16）とある。そして小単元が集まり，単元を構成し
ている。
　単元の考え方は西園（1999)17）によると，ヘルバルト
の教授の段階に萌芽を持つと倉沢剛が指摘しており，言
葉の伝播としては，19世紀末アメリカに紹介され「単元」
（Einheit）はユニット（Unit）と英訳され,広く教育上
の用語として用いられるようになった（西園，1999）。
日本ではデューイの思想を背景にもつ「新教育」を展開・
実践する過程で紹介されている（西園，1999）。
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　さらに西園は音楽科においての「題材」概念について，
教育方法学の立場では文化財や学問を教材として仕分け
る際の単位分けの用語として捉えているのに対し，音楽
科では学習指導を展開するときに必要な内容や条件を備
え，構造化されたもののシンボルであると捉えていて，
題材に単元と同様の意味を持たせている18）と述べている。
図画工作科・美術科においても，西園の言うように「題
材」には単元と同様の意味を持たせているといえる。
３）教材にみられるカリキュラム編成
　教材は，教育のねらいを達成する手助けをするものと
して説明できるだろうが,その教材の一つに教科書がある。
日本の教科書は，学習指導要領を受け作成され，さらに
文部科学省の検定を受ける。その意味では，教科書は，
その時代の教育の方向性，教科の目標や内容と実践がど
のようにつながっているかをみるのに適しているといえ
よう。
　図画工作科の教科書にも，教え，育てたい「資質や能
力」を捉え，「授業課題・目標」としてカリキュラム編
成の骨格，構造に取り入れた教科書がある。同書では，
「授業課題・目標」を「学習のめあて」とし，それらを
下記のような具体的な「３つの力」を教科書の中に示し
ている19）。
　○ 試したり，見つけたりして，考えたり，思いついた
りする力
　○形や色，方法や材料を知って，工夫する力
　○ 心を開いて楽しく活動し，友だちとかかわり，協力
し合う力
カリキュラムは，「３つの力（授業課・目標）」と「造
形表現活動の内容」の２視点を骨格構造とし，それらを
マトリックスとして捉えた表現，鑑賞の内容から編成さ
れているのである。
「教え育てたい資質や能力」としての「授業課題・目
標」を単純化した「３つの力」として捉え，カリキュラ
ム編成の骨格構造として取り入れた例である。
３．今日的な研究課題としてのカリキュラムとその
編成方法
１）「内容主義」から「資質・能力主義」へ
子供に知識や技術を教えることを中心としてきた教
科の「内容教育」から，自主性や主体性，個性や創造性
を培う教科の「内容を通した教育」への移行の重要性が
問われてきた。
　いわゆる，図画工作科の「造形遊び」，或いは「総合
的な学習の時間」の設置，さらに「新学力観」，「生きる
力」等は，それらに呼応した内容や方法，理念である。
造形・美術教育においては，「造形の教育」から「造形
を通した教育」への脱却である。
　しかし，教科内容，表現内容の知識や技術を教えるこ
とを目標の中心とした教育の在り方は，教科の内容，表
現主義からの脱去を困難にしてきたといえよう。
  今回，新学習指導要領が告示され，改訂の柱として三
つの「育成を目指す資質・能力」が示された。
　学習指導要領は「目標」と「内容」が基本的な骨格で
ある。改めて三つの「資質・能力」が示されたことは「目
標」の重要性が述べられたということである。
　教育は，或いは授業は子供を教え，育てるために行わ
れる。その教え，育てるものが「資質・能力」であり，
教育学としては，「教育課題・目標」，その下位概念とし
て具体的に使用する授業では「授業課題・目標」という
ことになる。
　改めて述べる必要もないが，授業は「教科内容」を通
して，子供に何を教え，育てるか「授業課題・目標」の
明確な設定が重要になる。
２）「資質・能力」，「教育課題・目標」とは
先に，三つの「資質・能力」，「授業課題・目標」の
重要性を述べた。これらは，「知識や技術」等を教える
内容だけではない。むしろ，教えることができない，育
てる「課題・目標」の解釈とその重要性である。
つまり，今改訂は，「教える」ことに偏った教育から「育
てる」教育に焦点を与え，本来の教え，育てる「教育」
のあり方を模索するものである。
　それでは，三つの「資質・能力」，「教育課題・目標」
や具体的な「授業課題・目標」とはどの様なものか，各
教科として捉え，教育現場や具体的な授業で活用可能な
状態にまで整理，整頓されていることが喫緊の研究課題
となっている。「内容主義」から「資質・能力主義」へ
脱却は，これらのことが前提となるだろう。
３）教科・表現内容を基盤としたカリキュラム編成
「教科内容」としての知識や技術を教えることを中心
的な課題・目標としたカリキュラムは，基本的に教科内
容を組み合わせた編集である。
いわゆる，教科・表現内容を基盤としたカリキュラ
ム編成，或いは編成方法である。
　図画工作・美術科のカリキュラムの編成は基本的に教
科の表現内容はある，「絵画」，「デザイン」「彫塑」，「工
作・工芸」，等，「表現形式」を基にしている。
これらを題材化した内容（題材）を順に，或いは繰
り返して配列し，カリキュラムを編成する。
そうしたカリキュラムは，育てる「資質・能力」，「教
育課題・目標」が見えにくく，曖昧になっていることが
多い。自主性や主体性，個性や創造性を培う教科の「内
容を通した教育」を実現するためにはカリキュラムの中
に「資質・能力」，「教育課題・目標」を明確に位置づけ
ておくことが必要なのである。それにより，授業を通し
て何を教え，育てるのか，カリキュラムの全体と部分の
関係性を捉えた授業を行うことが可能になるだろう。
４．資質・能力（教育課題・目標）を基盤にしたカ
リキュラム（教育課程）の編成
　子供に知識や技術を教えることを中心としてきた教科
の「内容教育」から，自主性や主体性，個性や創造性を
培う教科の「内容を通した教育」への移行が重要な課題
となっている。
　それらを実現するためには，先ず教科の「内容を通し
た教育」，いわゆる「新学力観」，「生きる力」等の理念
の中核となる「資質・能力」，つまり各教科における「教
育課題・目標」や具体的な「授業課題・目標」はどの様
造形，美術教育における資質・能力を基盤にした授業デザインとカリキュラム編成
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なものか，全体と部分の概念を総合的，関係的，系統的
に整理しておくことが必要である。
１）造形，美術を通した教育の「教育課題・目標」
　本研究は，造形，美術教育を通した教育の「教育課題・
目標」の基礎理論として既存の研究『「教育課題」，「課
題要素Ａ・Ｂ・Ｃ」，６つの「活動課題」と中心的な「授
業課題」』20）21）を使用した。本論を進めるための基礎資
料として（表１）示しておく。
①「教育課題」，３つの「課題要素，Ａ・Ｂ・Ｃ」，６つ
の「活動課題」，「授業課題」について
　本論で基礎理論とする，造形，美術を通した教育にお
ける「教育課題・目標」は，教育課題の全体と部分の関
係を総合的に捉え，大きな課題から小さな課題までをピ
ラミッド状に四つ段階として系統的に捉え，整理したも
のである。また文言「教育課題，授業課題」は，授業者
が掲げる課題で，「授業目標」は，児童，生徒に持たせる，
或いは児童，生徒自身が持つ「目標」として捉え，分け
て示している。主体者としての授業者が捉えなければな
らない教育，授業課題や責任を明確にするためである。
②「教育課題」
「教育課題」は「造形を通した教育」の最上位の課題
概念として「造形表現活動を通し，子どもたちに自主的，
主体的，創造的に表現すること，造形的なものの見方や
考え方，造形感覚や感性を培いながら，生きることの意
味 や 価 値 を 問 い，他 と の 関 係 の 中 に『自 分 ら し さ
(Identity)』を求め，人間的な自立を促す。」と設定した。
③３つの「課題要素，Ａ・Ｂ・Ｃ」
「教育課題」の下位の課題概念は「課題要素Ａ・Ｂ・
Ｃ」として３つの要素に整理した。
　「課題要素Ａ」は，造形表現を通し，興味や積極性，
自他と社会の関係，自己肯定感，等を捉えた教育課題で
ある。
　「課題要素Ｂ」は，造形表現を通し，自主的，主体的
な思考，情報処理，課題追究，等を捉えた教育課題である。
　「課題要素Ｃ」は，造形的，文化的な知識，技術等を
捉えた教育課題である。
④６つの「活動課題」
３つの「課題要素Ａ・Ｂ・Ｃ」には，それぞれ下位
の課題概念として，ふたつずつの「活動課題」を設定し，
全体として６つの「活動課題」として整理した。
⑤22項目の「授業課題」　
６つの「活動課題」には，それぞれ複数の下位の具
体的な課題概念として「授業課題」を設定した。
６つの「活動課題」，或いは「課題要素Ａ・Ｂ・Ｃ」，「教
育課題」の全体としてはでは，22項目の具体的な「授
業課題」を持つことになる。
　これら下位の22の課題概念，「授業課題」は，具体的
に行う授業の表現活動の内容と関連させ，組み合わせて
実践的な授業の目標として作り直すため項目として設置
している。
　「教育課題・目標」は，全体と部分が関係的，総合的
に俯瞰し，構成しているのである。
これらの「教育課題・目標」論は，研究の過程にあ
る仮設で，今後の研究により改訂することもある。
２）「教育課題・目標」を基盤としたカリキュラムの編成
　「教育課題・目標」を捉えたカリキュラムは「資質・
能力」，「教育課題・目標」の全体と部分の関係を捉え，
総合的に整理されていれば，その延長線に編成方法が見
えてくる。「教育課題・目標」とカリキュラムの編成は
背中合わせの関係にあるからだ。
　つまり，「教育課題」の全体と部分の関係を総合的に
捉えて「領域」とし，カリキュラムの基盤にすることが
できる。
　しかし，「教育課題・目標」が整理されていても「教科，
表現内容」が無ければ活動が成り立たす，カリキュラム
も編成できない。
そこで，「教育課題・目標」を基盤としたとカリキュ
ラム編成は，「教育課題・目標」と「教科，表現内容」
との二つの視点を基盤として構成することになる。
①「教育課題」を領域としたカリキュラムの基盤
「教育課題・目標」の全体と部分の関係を総合的に捉
えて整理した，３つの「課題要素Ａ・Ｂ・Ｃ」と６つの
「活動課題」を，それぞれ３つの「課題要素」領域と６
つの「活動課題」領域として領域名を付け，カリキュラ
ム編成の骨格，構造とする。
　A【心の開放と自分理解，相互理解】領域
　　⑴「造形表現活動の快さと心の開放」領域
　　〇 教育課題：造形表現活動の快さや楽しさを経
験し，心を開く。
　　⑵「造形表現活動を通した相互理解」領域
　　〇 教育課題：造形表現活動を通して相互理解，
人間理解を図る。
　　B【自分らしさの追究力，発見力，表現力と総合力】
領域
　　⑶「自分らしさの追究，発見，表現」領域
　　〇 教育課題：「自分らしさ」を，或いは造形的な
課題を自主的，主体的，創造的に追究，発見
したり，自己表現したりする力を培う。
　　⑷「造形表現活動の総合力」領域　
　　〇 教育課題：総合的な造形表現活動を経験し，
造形的な総合力を養う。
　　C【造形的な見方・考え方と造形感覚】領域
　　⑸「造形的な見方・考え方と造形感覚」領域
　　〇 教育課題：造形的なものの見方や考え方，造
形感覚を養い，感性を培う。
　　⑹「知識・技能と造形文化」領域
　　〇 教育課題：造形的な知識や技能を養い，造形
文化や歴史に興味や関心を持つ。
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表１「教育課題」，「課題要素Ａ・Ｂ・Ｃ」，６つの「活動課題」と中心的な「授業課題」
  
 
【教育課題】：「造形表現活動を通し，子どもたちに自主的，主体的，創造的に表現すること，造形的なものの見
方や考え方，造形感覚や感性を培いながら，生きることの意味や価値を問い，他との関係の中に自分らしさ
(Identity)』を求め，人間的な自立を促す。」  
 
【課題要素Ａ】：「自他との関係の中に『自分らしさ(Identity)』を求め，人間的な自立を促す。」  
「活動課題 (1)」 造形表現活動の快さや楽しさを経験させ，心を開く。  
○基本的材料による造形表現活動の快さや楽しさを体験させる。（自己対峙，自己確認，自己表出）  
○造形的に表現することで自他や造形表現に対する考え方に心を開かせる。（自己対峙，自己開放）  
○心を開いて造形的に表現できるようにする。（自己表現，自己開放）  
○各自の造形的な趣向や興味，関心に気づかせる。（自己対峙，自己確認，自己肯定）  
○自信を持って造形的に自らを他に伝える喜びを経験させる。（自己実現，自分理解，相互理解）  
○造形表現とは，自らを表現する自己表現活動であることを知らせる。（自己肯定，自分理解，相互理解，自己確信） 
「活動課題 (2)」 造形表現活動を通して相互理解，人間理解を図る。  
○自他の造形的なものの「見方」や「考え方」，「感じ方」，或いは造形表現の違いや特徴などに気づかせ，それ
らが「自分らしさ」につながることを知らせる。  
○自他の造形表現の違いや特徴を認め，尊重し，協力し合って「自分らしさ」を高め合う造形表現活動を促す。 
○自他と対峙することを通し，造形表現すること，生きることの意味や価値を問い，人間的な自立を促す。  
 
【課題要素Ｂ】：「ものごとを俯瞰的，有機的，総合的に捉え，自主的，主体的，創造的に造形表現しようとする。」 
「活動課題 (3)」「自分らしさ」を，或いは造形的な課題や内容を自主的，主体的，創造的に追究，発見したり，
自己表現したりする力を培う。  
○自主的，主体的な造形表現活動の喜びを知らせ，意欲的，積極的な活動を促す。  
○「自分らしさ」を，或いは自らの造形的な課題や内容を試行錯誤しながら追究，表現しようとする力を培う。 
○造形的な課題に合わせ，表現対象／主題（テーマ），表現材料／素材／造形要素，表現形式や様式，表現技法
／用具などの表現内容を選択，決定しようとする力を培う。  
○表現対象／主題（テーマ），表現材料／素材／造形要素，表現形式，表現様式，表現技法／用具などの表現内
容を活動の契機と捉え，自らの造形表現活動を自主的，主体的，創造的に追究，表現しようとする力を培う。 
「活動課題 (4)」ものごとを俯瞰的に捉え，有機的，総合的に関係づけて行う総合的な造形表現活動を経験させ，
造形的な総合力を培う。  
○自らが持っている知識や技術，或いはものの「見方」や「考え方」，「関わり方」などの情報や経験を分析，整
理したり関係的に整頓したりする造形的な情報分析，整理力を培う。  
○造形的な課題や内容を場や状況などに合わせて客観的に俯瞰し，それらを有機的，関係的に捉えて追究，表現 
○総合的な造形表現活動を経験させ，造形的な課題や内容を発想・構想・活用（造形的思考力），選択・決定（造
形的判断力），追究するなど，総合的な造形表現力を培う。  
 
【課題要素Ｃ】：「造形的な知識や技能，ものの見方や考え方（発想・構想力／思考力）を養い，造形感覚や感性
を培う。」  
「活動課題 (5)」造形的なものの見方や考え方（発想・構想力／思考力）を養い，造形感覚や感性を培う。  
○表現材料／素材／造形要素，表現形式や様式，表現技法などには決められた使い方があるわけではなく，自ら
を表現するために，それらをどの様にでも自由に活用することができる，とする見方や考え方を培う。  
○造形要素としての「色彩」や「形態」，「材質」を捉え，或いは，表現材料／素材をとおして捉え，それらの違
いやよさ，面白さなどの特徴を見たり感じたり，意味や理由を考えたりすることを通し，それぞれの特性や法
則性，相互の関係性に気づかせながら，「造形的なものの見方」や考え方」（発想，構想力）を養い，造形感覚
を培う。  
○表現・鑑賞内容としての表現対象や主題，表現形式や様式，表現技法を捉え，それらの違いやよさ，面白さな
どの特徴を見たり感じたり，意味や理由を考えたり，生かしたりするなどの表現を追究することから，「造形
的なものの見方や考え方」（発想・構想力／思考力）を養い，造形感覚を培う。  
「活動課題 (6)」 造形的な知識や技能を養い，造形文化や歴史に興味や関心を持たせる。  
○各自が自主的，主体的，創造的に表現するための造形的な知識や技能を養う。  
○社会的，文化的に必要な造形文化や美術史を知らせ，それらを通して造形的な発想力や構想力，追究力，表現
力，総合力を培う。  
○造形文化や美術史を知らせることから，各自の造形的な価値観を培う。  
表１ 「教育課題」，「課題要素Ａ・Ｂ・Ｃ」，６つの「活動課題」と中心的な「授業課題」  
造形，美術教育における資質・能力を基盤にした授業デザインとカリキュラム編成
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これらの領域をピラミッド状に構造化したものが（図
１）である。
図１　教育課題，3つの課題要素，６つの活動課題，
領域のピラミッド構造
②　Ａ・Ｂ・Ｃ，３つの「課題要素」領域，６つの「活
動課題」領域を基盤にユニットを構成するカリキュ
ラムの編成の意味
本論は，「資質・能力（教育課題・目標）を基盤にし
たユニット構成によるカリキュラム編成の方法を試案し，
一例として提案することである。
授業デザインにおけるユニットは，ひとつの構成単
位であるが，これらを複数構成することで年間，或いは
各学年のカリキュラム編成の可能性が見えてくるからで
ある。
　「表現内容」を基盤にしたカリキュラムは，ひとつひ
とつの題材が独立しているため授業の相互の関係性や教
科全体と部分の認識が希薄となる。教科を通してどの様
な「資質・能力」，「教育課題・目標」を捉えて授業を行っ
ているかの認識も同様であろう。
　それに対し，「資質・能力」，「教育課題・目標」を基
盤にした授業，特に「教育課題・目標」を組み合わせて
ユニットを構成した授業は，「教育課題・目標」の全体
と部分の関係が相似的で，常にカリキュラムを俯瞰して
捉えることができるからである。
　それはひとつのユニットであっても，その延長線上に
カリキュラム全体のイメージを捉えることも可能になる
だろう。
③　３つの「課題要素Ａ・Ｂ・Ｃ」領域，６つの「活動
課題」領域を基盤にするユニット構成の方法
　造形・美術教育におけるユニットによる授業デザイン
（構成）の研究は少ない。
　この方法の長所のひとつとして，連続的な活動の組み
合わせによる合理的な時間の活用がある。中心的な活動
内容を骨格に設定することにより，説明や活動の無駄を
省くことができるからである。
本論は，ユニットの中に，３つの「課題要素Ａ・Ｂ・
Ｃ」領域，６つの「活動課題」領域を基盤に，それらを
横断的に組み合わせて表現活動を連続的に捉えた授業デ
ザイン（構成）の試みである。
これにより，造形・美術教育の「授業課題・目標」
をひとつのユニットの中に俯瞰して捉えることができる。
下位概念としての「授業課題・目標」であるが，それは
カリキュラム全体を捉えることができる小宇宙でもある。
ここでは教科の「表現内容」としての可能性は多様
に考えられるが，それらは限定せず様々な可能性を捉え
た組み合わせを研究，追究するものである。
５．ユニット構成の試み
１）構成のための準備
前項までのＡ・Ｂ・Ｃ，３つの「課題要素」領域，
６つの「活動課題」領域を基盤にユニットを構成するカ
リキュラムの編成の意味をもとに，活動を記入する表の
案を作成し，筆者らで検討を重ね，実際の授業の記述を
試みた。記載内容は次の通りである。
　総論として「１．単元を構成する中心としたものと意
味」とその中に「1/ 活動目標,2/子どもの実態，3/ユニッ
トの活動内容と授業目標の構成について」を，「２．ユ
ニット（単元）の活動内容，課題領域とユニット計画（時
間）」とその中に「1/ユニットデザイン構成」を記述する。
また各論として各活動の「１）活動目標，２）活動
の概要，３）活動の流れ，４）活動の中で大切にしたい
こと」を記載する。
　ユニット活動全体を見渡せるよう，見開きで構成した
次に，小学校版と中学校版を表として掲載する。
２）ユニット構成の試み（小学校・中学年）
　過去１～２年の授業実践をもとに記載した（P.105－
P.106）
３）ユニット構成の試み（中学校・1学年）
　過去１～２年の授業実践をもとに記載した（P.107－
P.108）
－104－
千葉大学教育学部研究紀要　第68巻　Ⅰ．教育科学系
５．２）ユニット構成の試み（小学校・中学年）
表２  
１．「すきなものやこと」を中心としたユニット構成と意味 
１）ユニットの活動について 
本ユニットでは広がった興味・関心の中から「自分のすきなものやこと」をもとに，イメージを広げたり，思
いを深めたりしながら表現していくことをねらいとして設定する。  
２）子どもの実態について 
本校中学年の児童は，小学校生活にも慣れた安心感の中，交友関係や遊び方が広がっていっている様子が見
られる。図工では，周りのものや友だちの表現に対しての興味が広がり，低学年のときよりも様々なテーマや
材料，方法を選ぶ姿が見られる。  
３）ユニットの活動内容と授業目標の構成について 
多面的かつ集中的に「自分のすきなものやこと」をもとに，３つの活動を構成してユニットとすることで，
イメージを広げたり，思いを深めたりしながら表現していく力【自分らしさの追究力、発見力、表現力と総合
力】がつくのではないかと考える。  
３つの活動はいずれも「すきなものやこと」を中心テーマとしている。指導に当たっては，「すきなものやこ
と」がすぐに思い浮かばず，活動の始めの段階で意欲が低下してしまう児童がいることが考えられる。【造形的
な見方・考え方と造形感覚】の「造形的な見方・考え方と造形感覚」領域にかかわる学びや視点をもつ機会を
つくりたい。また，構想段階での交流や，座席配置・共通材料置き場の工夫によって，友だちの表現の様子が
わかる関わりをつくりだし，自他の理解を通して，自分の思いを広げ【心の開放と自分理解，相互理解】領域
の中でも「相互理解，人間理解」につなげていきたい。そのことで，どのようなものを想起すればよいのか見
当がつき，自分なりの「すきなものやこと」が浮かんでくることがあるだろう。  
教師の児童への声掛けにおいては，教師が想像する「すきなものやこと」の押しつけにならないように注意
する。困っている児童に対しても「みんながよく選んでいるテーマはこんなものがあるよ」などと選択肢を提
示するにとどめ，【自分らしさの追求力，発見力，表現力と総合力】の中の「自分らしさの追求，発見，表現」
につながるよう，最終的に自分で選んだ「すきなものやこと」で活動をはじめられるようにする。  
第１活動の「何が出るかな？ドリームがちゃコレクション」では，様々な造形的な視点でシリーズ作品をつ
くることができることを知る。第２活動の「みんなで探検！わくわく地底王国」では，友だちと相談しながら，
自分たちの思いに合わせた地底世界をつくりあげることを通して，互いの造形的な見方・考え方のちがいやよ
さを味わったり，気づいたりする。第３活動の「のぞいてみてみて お気に入りワールド」では，「すきなもの
やこと」からテーマを見つけ，箱の中に自分なりの見方や考え方がたっぷりとつまったお気に入りの世界を表
現していく。  
２．ユニットの活動内容、課題領域と活動計画（計１６時間） 
第１活動 「何が出るかな？ドリームがちゃコレクション」（６時間）  
中心的な課題／C【造形的な見方・考え方と造形感覚】 (5)「造形的な見方・考え方と造形感覚」領域  
第２活動 「みんなで探検！わくわく地底王国」（４時間）  
中心的な課題／A【心の開放と自分理解，相互理解】(2)「相互理解，人間理解」領域  
第３活動 「のぞいてみてみて お気に入りワールド」（６時間）  
中心的な課題／B【自分らしさの追求力，発見力，表現力と総合力】(3)「自分らしさの追求，発見，表現」領域  
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【各論】 
第１活動：「何が出るかな？ドリームがちゃコレクション」（工作）  
１）  活動目標 色や形を工夫して自分のシリーズ作品のバリエーションを増やしていく。 
２）  活動の概要 
本題材では、児童が選んだテーマのシリーズ作品を，カプセルトイ（以下がちゃ）として製作していく。そ
の中の交流や製作の場面で，お互いのシリーズ作品の発想や表現のよさに気づいたり，作品の変化のさせ方（バ
リエーション）を工夫したりすることをねらいとしている。  
３）活動の流れ 
〇（導入・契機）活動の始めの段階で，色や形などの造形要素に関する視点をもとに「すきなものやこと」を
思いつき，つくりたいものを思い付きテーマを決めていく。   
〇（展開）思いついたものを，紙粘土と身辺材等を用いてつくる。紙粘土は着色してカラー粘土にしたり，他
の材料を接着したりしながら，ビーズやスパンコール，毛糸などの身辺材等の共通材料を，自由に組み合わせ
たりする。さらにシリーズ化し，表現や発想を広げていく。  
〇（まとめ）完成したシリーズ作品は簡易的なガチャボックスからカプセルトイとして排出するようにし，鑑
賞を楽しみながら互いのシリーズ作品をよさを伝え合う。  
４）活動の中で大切にしたいこと 
シリーズ作品には紙粘土と身辺材等を用いる。紙粘土は着色してカラー粘土にしたり，他の材料を接着したり
することもでき，児童が発想したことを表現しやすい材料である。一方で，ビーズや毛糸などの身辺材は装飾
性に富み，細かい表現ができる材料である。これらを共通材料として，自由に組み合わることができるように
し，児童の表現や発想を広げていきたい。また，本体の仕組みより，シリーズ作品に目を向ける時間を十分に
とるためにがちゃ本体は簡易的なつくりとする。  
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図２ お菓子シリーズ       図３ 友だちのガチャを体験  図４ 工夫したところを聴く 
 
第２活動：「みんなで探検！わくわく地底王国」（半立体）  
１）活動目標  自分たちのイメージにぴったり合う地底王国を協力して表す  
２）活動の概要 本題材では，大きな透明板（アクリル板）に粘土を薄くのばして  
地中に見立て，粘土を取り去って洞窟をつくったり，洞窟の中に建物などをつくっ  
たりしながら地底王国を表していく。  
３）活動の流れ 
〇（導入・契機）「地底には誰も知らない王国が広がっているよ。そこに探検に行  
くとしたらどんなものがまちかまえているかな。」という投げかけを契機にイメー  
ジをもつ。  
〇（展開）班ごとに表したいイメージをもった上で，考えを伝え合いながら協力  
して地底王国をつくる。  
〇（まとめ）各班の板を立てて立体的につなげ，クラスで一つの地底王国にする。  
４）活動の中で大切にしたいこと 
粘土は地底というイメージに合い，可塑性があってつくり直しが容易である。  
そのため，アイディアを試すことに抵抗感が少なく，考えを伝え合いながらイメ  
ージを広げていく活動に適した材料である。また，断面図のような見方で表現さ  
せることで，見えないはずの地中の様子が見えるという面白さが生まれ，児童の  
意欲が高まると考えた。さらに，一人ではつくり上げることのできない大きな面  
を用意することで，必然的に協力し合うようにしたい。  
図５ グループで相談（上）  図６ 完成（下） 
 
第３活動：「のぞいてみてみて お気に入りワールド」（工作）  
１）活動目標 友だちと互いの発想のよさを進んで見つけ合い，自分の発想を広げたり深めたりする  
２）活動の概要 本題材は，蓋付きの箱の中に自分で集めた材料を組み合わせたり並べたりして接着し，自分だ
けのお気に入りの世界を表現していく。蓋には好きなかたちの窓をあけ，そこから中を覗くことを通して，様々
な視点でお気に入りワールドを眺められるようにする。箱は蓋が交換できるよう全員同じものを用意し，それ
ぞれの覗き窓を通して，一つのお気に入りワールドを様々な視点から楽しむことができる。自分のお気に入り
ワールドに友だちの視点が加わる面白さから，児童は自然な交流を通して発想のよさに気づき，イメージを広
げたり，思いを深めたりしながら自分らしい表現を追究していくことをねらいとする。 
３）活動の流れ 
〇（導入・契機）箱の中につくりたいワールドのイメージを持ち，材料を組み合わせたり並べたりしてみる。 
〇（展開）友だちと交流しながら，自分のイメージを広げ，作品に生かしたり，追究したりする。  
〇（まとめ）蓋を交換しながらいろいろなワールドを見て，友だちと交流する。  
４）活動の中で大切にしたいこと 
授業の中でお互いの作品を交流する機会を繰り返し設定する。そうすることで，児童は制作の様々な段階で，
友達の材料の使い方や組み合わせ方のよさを見つけ語り合うことができ，自分の発想を広げていく。それと合
わせて、教師が積極的に発想のよさについて認める声掛けをしていくようにしていく。そうすることで児
童が自分の表現に自信を持ち，「お気に入り」を表現することに安心して取り組むことができるようになるだ
ろう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    図７ 方法も選んで      図８ ワールド完成       図９ 箱の中を覗くと 
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１．「デザイン」を中心としたユニット構成と意味 
１）ユニットの活動について 
デザイン構成分野の自分のテーマ（表現したい対象）を選ぶこと、対象を単純化・省略化・強調化する活動
を通すことで作品制作を行い、生活の中に様々に構成されたものがあり、生活に生きる教科であることを学ぶ。 
２）子どもの実態について 
明朗快活な生徒が多く、制作活動を楽しんで行い、意見交換を活発に行う姿が多い。一方で、構想を練る段
階では考えを想起した一度で素材の特性や、技法、手順を加味せずすぐに取りかかり、本来の生徒が表現した
い完成の姿とはほど遠い稚拙な表現になってしまうことがある。また、美術の活動や授業を通して培った力が
身の回りの生活との関わりを感じることが少ない様子である。  
３）ユニットの活動内容と授業目標の構成について 
  ３つの題材はどれもデザインのテーマを設定することにより、構想を練る力【自分らしさの追究力、発見力、
表現力と総合力】を深めることを目標にしている。また、身の回りや社会との関わりを見いだしやすい切り口
を持つことで、進んで社会と関わっていく力【心の開放と自分理解、相互理解】の中の「造形表現活動を通し
た相互理解」や、【造形的な見方・考え方と造形感覚】領域の中でも特に「知識・技能と造形文化」領域に関わ
る学びである。第１活動の「こんな時のピクトさん」では、対象を学校生活の中と限りテーマ設定を行ったが、
第２活動の「く・る・り・ん・ぱ」では、テーマを深め構想を練ることを重点とした。第３活動の「〇〇カー
ドで思いを伝えよう」では、実際に誰にどのようなカードを渡す物なのか、場面の設定からを自ら考えさせ、
対象や場面設定の幅を広げていくことで、自分らしさの追究力や表現力と総合する力を培うこととした。  
 
２．ユニット（単元）の活動内容、課題領域と活動計画（計２４時間） 
第１活動 「こんな時のピクトさん」～視覚記号で附中生活を表そう～（６時間）  
  中心的な課題／C【造形的な見方・考え方と造形感覚】（６）「知識・技能と造形文化」領域  
第２活動 「く・る・り・ん・ぱ」～異なる方向から見ても成り立つ絵の制作をとおして～（１０時間）  
  中心的な課題／A【心の開放と自分理解、相互理解】（１）「造形表現活動の快さと心の開放」及び（２）「造
形活動を通した相互理解領域」  
第３活動 「〇〇カードで思いを伝えよう」～立体カード制作をとおして～（８時間）  
  中心的な課題／B「自分らしさの追究力、発見力、表現と総合力」（３）「自分らしさの追究、発見、表現」
及び（４）「造形表現活動の総合力」領域  
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【各論】 
第１活動 「こんな時のピクトさん」～視覚記号で附中生活を表そう～（平面表現）  
１）活動目標 
  ピクトグラムが誕生した経緯から物が必要に迫られて生まれることや、先人達の  
工夫を知ることで文化的な背景を感じる。また、作成した作品を実際に掲示使用す  
ることで、活動の意義を深め、今後の学びの動議をもつ。  
２）活動の概要 
  ピクトグラムという日本発祥の優れた視覚記号を学ぶ。人の動きの単純化、強調  
などをデザイン化し、画面の形や対象と背景の色の選択など、通常で使われている  
標識の規約を理解した上で、自分が必要だと思われる場所のテーマを置き制作を行  
う。  
３）活動の流れ                               図 10 「テニス部部室です」 
〇（導入・契機）身の回りで使用されているトイレのマークや非常口のマークは、1964 年の東京オリンピック
で初めて日本が作成した時代背景を踏まえ、学校生活で不便に感じている要素をテーマに置き、誰にでも分か
りやすく伝わり安い絵記号のデザインを作成する。  
〇（展開）運動会で行った、100 メートル走や、棒引きを、黒の短冊用紙を曲げることで、人体の体の作りを
視覚化する。学校の中で絵記号が必要な場面を選び「場所の提示」「注意」「呼びかけ」など、その場に沿った
行為を見つけ、自分なりのルールを持ったデザイン化を行い、色ラシャ紙で制作を行う。  
〇（まとめ）制作した作品を実際に学校の要所に展示し、見やすさ、わかりやすさなどからの鑑賞の観点で、
実際の生活の中で相互に鑑賞を行う。  
造形，美術教育における資質・能力を基盤にした授業デザインとカリキュラム編成
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 ４）活動の中で大切にしたいこと 
生活の中にあるデザインにも人の意図や思いが込められていることを感じ様々な造形物が身近にあることを
学ぶ。  
 
第２活動：「く・る・り・ん・ぱ」～異なる方向から見ても成り立つ絵の制作をとおして～（平面表現）  
１）活動目標 
  異なる方向から見ても成り立つという視点の転換による錯覚の面白さに  
注目し、柔軟に発想を広げ、構想を練る。また、タブレットを用いて作品  
を楽しく鑑賞し、それぞれ良さや工夫点などを感じようとする。  
２）活動の概要 
絵本の「くるりんぱ」を例に異なる方向から見ても成り立つ絵をデザイ  
 ン化し、アクリル絵の具で着彩する。  
３）活動の流れ 
〇（導入・契機）国語の教科書に掲載されている「ルビンの壺」を例に錯覚 図 11 「車と人でくるりんぱ」  
の面白さに着目させ、柔軟な発想をする力を培うことを目標に、アクリル絵  
の具のデザイン的な用い方を楽しく習得する。  
〇（展開）制作のテーマを決定するまでに多くの素案を考え、選んだ案に対  
しても、デザインの単純化・省略・強調など、よりテーマの形に見えるよう  
に追究を重ねる。シャープな線でデザイン化された案に、アクリル絵の具で  
着彩を行う。  
〇（まとめ）作品を写真データにし、タブレット上で回転させることにより、  
クラスの全ての作品を手元で楽しく鑑賞する。  
４）活動の中で大切にしたいこと 
  アクリル絵の具の用い方の授業では、教授的な作業学習になりがちである  
が、本題材では、目的意識を明確に持たせることで、学びの動議付けを行っ  
た。また、鑑賞もタブレットの写真回転機能を用い、班で話し合ったり個々  
で鑑賞を行ったりと、様々な鑑賞の形が安易にでき、より多くの工夫や意図  
を感じることで相互理解を深めるようにした。  
 
図 12 タブレットで鑑賞 
 
第３活動：「〇〇カードで思いを伝えよう」～立体カード制作をとおして～（８時間）（立体表現）  
１）活動目標 
誰に、いつ渡す、どのようなカードなのか、立体の手法はどのような  
立ち上げ方にするのかなど、多くの事項を自ら決定していく。これまで  
培ってきた造形的な学びを統合して表現を行う  
２）活動の概要 
  題材名の「〇〇カードで思いを伝えよう」の「〇〇」の中は、学習者  
自身が定めるカードのテーマとなる。カードの内容以外にもテーマに相  
応しい立ち上がり方や構成の配置など、毎時間決定事項を定め制作を進  
める。  
３）活動の流れ                               図 13 制作風景 
〇（導入・契機）平面を立体にする立ち上がり方３種のみを提示し、立ち上がり方に工夫を加えて、いつ、誰に、
何を伝えるカードなのか、思いが伝わるカードの制作を行う。  
〇（展開）テーマ設定、立ち上がりの手法、表現に使用する対象や文字の構成、レタリングの種類、配色、用紙
の切断、接着などの過程を、時間配分と手順を考えて制作を行う。  
〇（まとめ）作品制作の過程を授業振り返りシートを見直し、自分の様々な思いや制作の手法を込めて作品を作
り上げていったことを振り返る。作品を渡された人からの思いが、活動の動議付けとなり、更なる意欲に繋がる
ようにする。  
４）活動の中で大切にしたいこと 
  制作の動機、場面、内容、手法、授業時間に対しての制作の手順など、多くの決定事項を学習者に委ねること
で、主体的に学ぶ姿勢を培わせ、創造的に追究する機会を多く設けた。また、色ラシャ紙を切る、貼るという今
日まで取得している技術をどのように制作に活かすのか学びを統合し活かす場を設けた。  
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ようにする。  
４）活動の中で大切にしたいこと 
  制作の動機、場面、内容 手法、授業時間に対しての制作の手順など、多くの決定事項を学習者に委ねること
で、主体的に学ぶ姿勢を培わせ、創造的に追究する機会を多く設けた。また、色ラシャ紙を切る、貼るという今
日まで取得している技術をどのように制作に活かすのか学びを統合し活かす場を設けた。  
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　図画工作科，美術科において，「資質・能力」，「教育
課題・目標」を「A.B.C，３つの課題領域」から捉え，
それらを基盤としたカリキュラムの可能性を具体的な実
践題材例をもとにユニットとして編成することを試みた。
　三つの「資質・能力」，特に「学びに向かう力，人間
性等」と「思考力，判断力，表現力等」の二つは，教え
ることができない，育てる「課題・目標」である。カリ
キュラムは行政や研究者が作成編成し教師に渡していく
ものではなく，学校や教師自身が編んでいくものである。
そのためには，造形，美術教育の中でカリキュラムの扱
いを概観しながら，授業デザインをもとに，どのように
カリキュラム編成を行うことができるかを試行すること
が重要になる。
今回の試みは，小学校，中学校を共通の「A.B.C，３
つの課題領域」を基盤にユニット編成した授業実践で
ある。
これにより，「資質・能力」，「教育課題・目標」を基
盤にした「小，中学校一貫カリキュラム編成」の可能性
が見えてきた。
７．今後の課題
　「生きる力」を育成する「資質・能力」，「教育課題・
目標」を捉えた教育の在り方は，「知識，技術」を捉え
る積み上げ式，階段式の基礎基本論では捉えきれない。
例えば，学びに向かう姿勢，「興味や関心」，「主体性」
を育成することは，小学１年生でも中学３年生でも同列
に重要であり，優劣を比較できない課題，目標である。
つまり，それらは相対的な価値の中にある。
　「資質，能力（教育課題・目標）」を基盤にしたカリキュ
ラム編成，或いは授業デザインの難しさの理由である。
　本研究は，造形・美術，義務教育の全体を捉えた
「A.B.C，３つの課題領域」を含むユニットを編成し，カ
リキュラムの全体を編成するための要素や単位となる可
能性を捉えよとしたものである。
　しかし，カリキュラム編成は，「A.B.C，３つの課題
領域」だけでは編成できない。つまり，「造形表現活動
内容」が重要で，２視点から相互の関係性が捉えられて
質の高いカリキュラムの編成が可能になる。
　今後の課題として，「資質，能力・課題領域」と「造
形表現活動内容領域」との関係性の研究，さらに，各学
年における「A.B.C，３つの課題領域」の各領域の「時
間配分率」の研究，各学年のカリキュラムと上下学年の
系統性を捉えた研究等，様々な研究課題を残している。
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